










 

研究目的 

心身障害児の発生を防止する目的で,安全な分娩管理を行うための努力が,診断

や治療の進歩をもたらし,その結果,周産期の児管理については飛躍的な改善を

示すに至っている。九大産科臨床統計においても,周産期死亡率は,昭和 40～41

年,35.0%。(45/1284,全例)→昭和 49～50 年 18.9%。(26/1364,全例)と著しい減

少をみている。例えば,分娩時の連続的な胎児心拍数の監視は,適切な fetal 

distress に対する処置を可能にし,その結果,周産期死亡率の改善の一因とな

っていることが明らかである(昭和 49～50 年,l2.9%。(4/310)監視例,20.6%

（22/1054）非監視例) 


